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●「
三
農
問
題
」の
実
相

　

近
年
の
中
国
農
村
に
お
け
る
深
刻
な
社
会
問
題

と
し
て
「
三
農
問
題
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
三

農
問
題
と
は
、
農
業
問
題
・
農
村
問
題
・
農
民
問

題
の
三
つ
の
問
題
の
総
称
で
、
農
民
が
中
国
社
会

に
お
い
て
著
し
く
不
利
な
経
済
・
社
会
的
階
層
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
が
社
会
問
題
化
し
て

い
る
こ
と
を
指
す
。

　

三
農
問
題
が
中
国
社
会
に
お
い
て
具
体
的
に
現

れ
て
い
る
代
表
例
と
し
て
、
以
下
の
三
点
が
あ
げ

ら
れ
よ
う
。

　

①
中
国
特
有
の
移
住
制
限
で
あ
る
戸
籍
管
理
制

度
（「
戸
口
制
度
」）
の
存
在
。
こ
れ
に
よ
っ
て
農

村
の
巨
大
な
余
剰
労
働
力
の
都
市
へ
の
移
住
が
妨

げ
ら
れ
、
農
民
の
低
所
得
を
も
た
ら
し
、
都
市
で

の
差
別
が
固
定
化
さ
れ
て
い
る
。

　

②
農
村
の
教
育
、
社
会
資
本
、
医
療
等
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
全
般
の
遅
滞
。改
革・開
放
政
策
に
よ
っ

て
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
急
速
に
進
ん
だ
都
市
と
の
格

差
が
拡
大
し
て
い
る
。

　

③
農
業
自
体
の
低
生
産
性
（
と
く
に
零
細
規
模

が
主
要
因
）
に
も
と
づ
く
農
家
経
済
・
農
村
経
済

の
不
振
。
こ
の
結
果
、
都
市
住
民
と
農
民
の
所
得

格
差
も
広
が
る
一
方
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
諸
問
題
の
深
化
に
た
い
し
て
、
現
在
中

国
政
府
は
以
下
の
対
応
策
を
講
じ
つ
つ
あ
る
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
戸
籍
管
理
制
度
の
緩
和
・
都

市
へ
の
移
動
の
容
認
と
、
農
村
出
身
労
働
者
の
権

利
保
護
。
一
部
の
都
市
地
域
で
は
条
件
付
き
で
農

民
が
都
市
戸
籍
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
、「
民
工
」
と
呼
ば
れ
る
農
村
出
身
出
稼
ぎ

労
働
者
が
、
給
料
不
払
い
や
劣
悪
な
労
働
環
境
な

ど
で
不
当
な
待
遇
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
た
い
し

て
、
こ
れ
を
批
判
、
改
善
す
る
動
き
が
出
て
い
る
。

　

②
に
つ
い
て
は
、「
新
農
村
建
設
」
政
策
に
代

表
さ
れ
る
農
村
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
。
胡
錦
濤―

温
家
宝
政
権
は
農
村
の
教
育
・
医
療
・
交
通
関
連

や
、
水
利
建
設
・
農
業
機
械
整
備
を
は
じ
め
と
し

た
農
業
関
連
へ
の
財
政
支
出
を
増
や
し
て
い
る
。

　

③
に
つ
い
て
は
、
農
業
諸
税
の
減
免
・
各
種
農

業
補
助
金
の
創
設
等
の
新
施
策
の
実
施
。
胡―

温
政
権
は
二
〇
〇
六
年
か
ら
全
国
的
な
農
業
税
の

撤
廃
な
ど
に
よ
っ
て
農
民
の
負
担
軽
減
と
実
質
的

な
所
得
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

現
在
こ
う
し
た
新
施
策
が
、
一
定
の
成
果
を
上

げ
始
め
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
長
期
に

渡
っ
て
不
利
な
状
況
に
置
か
れ
て
き
た
農
民
の
社

会
的
地
位
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
道
の
り
は
い
ま

だ
非
常
に
長
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
こ
で
以
下
で
は
、
中
国
に
お
け
る
大
き
な
社

会
問
題
で
あ
る
三
農
問
題
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
、

こ
れ
に
た
い
す
る
政
策
の
効
果
、
さ
ら
に
、
今
後

注
目
す
べ
き
動
向
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

●
農
業
問
題―

零
細
規
模
問
題
と
過

剰
就
業

　

ま
ず
、
三
農
問
題
の
根
本
に
あ
る
の
は
農
業
問

題
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
問
題
は
、

基
本
的
に
農
業
部
門
の
低
生
産
性
が
原
因
で
あ
り
、

根
底
に
は
零
細
経
営
規
模
、
農
村
の
過
剰
就
業
が

あ
げ
ら
れ
る
。
中
国
の
農
家
一
戸
当
た
り
耕
地
面

積
は
日
本
の
約
三
分
の
一
、
農
業
者
一
人
当
た
り

で
は
一
〇
分
の
一
以
下
で
あ
り
、
世
界
で
も
有
数

の
零
細
農
業
経
営
構
造
を
有
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
零
細
規
模
の
農
地
か
ら
個
別
農
家
が
得
ら
れ
る

農
産
物
は
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
個
別
経
営
の

規
模
拡
大
も
改
革
・
開
放
期
を
通
じ
て
遅
々
と
し

て
進
ん
で
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
農
業
部
門
の
低
生
産
性
問
題
に
よ
っ

て
、
農
業
は
農
民
に
と
っ
て
、
採
算
の
取
れ
な
い
、

所
得
の
低
い
、
魅
力
の
な
い
産
業
と
普
遍
的
に
認

「
三
農
問
題
」の
現
状
と
対
応
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識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
現
在
多
く
の
地
域
で
は
、
日

本
の
農
村
と
同
じ
よ
う
に
、
若
年
労
働
力
の
非
農

業
部
門
へ
の
流
出
（
と
く
に
都
市
地
域
へ
の
出
稼

ぎ
）
が
著
し
く
、
筆
者
に
よ
る
四
川
省
で
の
現
地

調
査
の
結
果
か
ら
も
、
若
年
層
の
半
数
以
上
が
地

域
外
に
流
失
し
、
農
業
後
継
者
の
確
保
が
困
難
と

な
る
と
い
う
、
人
口
過
密
の
中
国
で
は
一
般
に
考

え
ら
れ
な
い
状
況
が
一
部
地
域
で
は
発
生
し
て
い

る
。
ま
た
、
労
働
力
が
地
域
内
に
留
ま
っ
て
い
る

場
合
で
も
、
若
年
層
の
基
幹
的
農
業
労
働
力
が
農

外
部
門
（
郷
鎮
企
業
や
商
業
）
に
流
失
す
る
と
い

う
、
日
本
農
村
の
よ
う
な
「
三
ち
ゃ
ん
農
業
」
化

が
中
国
農
村
で
も
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し

た
状
況
下
で
、
ど
う
や
っ
て
農
業
か
ら
の
所
得
を

上
げ
て
い
く
の
か
、
こ
の
問
題
は
と
く
に
他
の
産

業
が
な
い
純
農
村
地
域
で
深
刻
で
あ
り
、
中
国
政

府
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
四
年
以
降
、
こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た

め
、
中
国
政
府
は
農
業
生
産
振
興
策
（
農
業
機
械

購
入
補
助
費
＝
二
〇
〇
六
年
中
央
政
府
支
出
六
億

元
、
優
良
品
種
に
対
す
る
補
助
金
＝
二
〇
〇
六
年

中
央
政
府
支
出
四
〇・
七
億
元
、
農
業
生
産
資
材

総
合
直
接
補
償
＝
燃
料
価
格
高
騰
へ
の
対
処
、

二
〇
〇
六
年
一
二
五
億
元
、
農
業
専
業
合
作
社―

農
業
協
同
組
合―

の
振
興
）
を
実
施
し
て
い
る
。

  

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
新
施
策
は
、
開
始
さ
れ
て

数
年
の
経
験
に
留
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
有
効
性
を

評
価
で
き
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
現
実
に

は
、
零
細
農
耕
に
苦
し
む
中
国
農
業
の
課
題
を
解

決
す
る
に
は
、
な
お
相
当
長
い
時
間
を
要
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

●
農
村
問
題―

拡
大
す
る
都
市
と
の

イ
ン
フ
ラ
格
差

　

次
に
、
農
村
問
題
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、

都
市
と
の
比
較
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
水
準
、
教
育
水

準
、
公
衆
衛
生
・
医
療
水
準
、
所
得
水
準
が
著
し

く
低
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
基
本
的
な
問
題

と
し
て
、
都
市
と
農
村
の
経
済
・
社
会
に
お
け
る

競
争
条
件
を
同
一
の
レ
ベ
ル
に
整
備
し
て
い
く
、

農
村
の
競
争
条
件
を
都
市
と
同
一
条
件
に
引
き
上

げ
て
い
く
こ
と
が
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
発
展
途
上
国
の
み
な
ら
ず

日
本
を
含
め
た
先
進
国
に
お
い
て
す
ら
、
こ
れ
ま

で
の
諸
外
国
の
経
験
で
は
、
す
べ
て
の
国
に
お
い

て
都
市
と
農
村
の
経
済
格
差
は
存
在
し
て
き
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
は
主
に
両
地
域

の
産
業
構
造
・
就
業
構
造
の
相
違
に
よ
っ
て
自
然

発
生
的
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
の

中
国
経
済
・
社
会
に
お
け
る
そ
の
格
差
の
実
態
は
、

こ
う
し
た
諸
外
国
の
状
況
と
は
本
質
的
に
異
な
る

構
造
問
題
か
ら
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
中
国
に
お
け
る
大
き
な
問
題
は
、
こ

う
し
た
格
差
の
生
ま
れ
る
主
要
な
原
因
が
、
社
会

主
義
体
制
下
で
実
施
さ
れ
た
異
常
に
都
市
部
門
に

傾
斜
し
た
社
会
経
済
政
策
に
よ
っ
て
意
図
的
に
つ

く
り
だ
さ
れ
、
格
差
を
む
し
ろ
拡
大
・
固
定
化
す

る
方
向
に
進
ん
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
以
下
の
よ
う
な
問
題
が
存
在
し
て
い
る
。

　

①
こ
れ
ま
で
多
く
の
国
で
格
差
を
是
正
す
る
役

割
を
果
た
し
て
き
た
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
労
働

力
移
動
が
、
一
九
五
八
年
以
降
実
施
さ
れ
た
「
戸

籍
管
理
制
度
」（「
戸
口
制
度
」）
に
よ
っ
て
意
図

的
に
抑
止
さ
れ
、
近
年
ま
で
事
実
上
都
市
へ
の
移

動
が
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
。

　

②
農
村
地
域
の
末
端
行
政
機
関
で
あ
る
郷（
鎮
）

政
府
の
財
政
基
盤
が
、
中
央
財
政
・
省
レ
ベ
ル
財

政
か
ら
の
支
援
を
ほ
と
ん
ど
受
け
ら
れ
な
い
シ
ス

テ
ム
と
な
っ
て
い
た
た
め
に
著
し
く
脆
弱
で
あ
り
、

そ
の
結
果
、
農
村
地
域
住
民
が
必
要
と
す
る
教
育
、

社
会
保
障
、
公
衆
衛
生
・
医
療
等
の
レ
ベ
ル
を
著

し
く
低
い
水
準
に
停
滞
さ
せ
て
き
た
こ
と
。

　

特
に
②
の
問
題
は
、
教
育
分
野
で
著
し
く
大
き

な
問
題
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
報
道
に
よ
れ
ば
、

農
村
教
育
改
革
以
前
の
中
国
の
農
村
の
義
務
教
育

総
経
費
の
う
ち
、
中
央
財
政
か
ら
の
支
出
は
わ
ず

か
二
％
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
他
は
郷
鎮
政
府
が

七
八
％
、
県
財
政
負
担
が
九
％
、
省
財
政
負
担
が

一
一
％
と
、
ほ
と
ん
ど
が
地
方
政
府
の
負
担
と

な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
の
四
川
大
地
震
で
は
、
多
く
の
小
中

学
校
の
校
舎
が
倒
壊
し
て
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
た
が
、
こ
う
し
た
状
況
は
、
明
ら
か
に
農
村

の
過
小
な
教
育
関
係
予
算
が
影
響
し
て
い
る
と
み

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
都
市
地
域
で
は
、
ほ
ぼ

一
〇
〇
％
が
中
央
政
府
と
省
・
市
政
府
の
負
担
で

あ
り
、
こ
の
結
果
、
人
口
一
人
当
た
り
教
育
経
費

支
出
の
都
市
・
農
村
間
で
の
格
差
は
ま
す
ま
す
拡

大
す
る
こ
と
に
な
っ
て
き
た
。

　

ま
た
こ
う
し
た
教
育
資
金
面
の
格
差
は
、
異
な

る
地
域
の
農
村
間
で
も
拡
大
し
て
い
る
。
こ
れ
は
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言
う
ま
で
も
な
く
、
地
域
間
の
郷
（
鎮
）
財
政
規

模
が
、
そ
の
経
済
発
展
状
況
の
格
差
に
基
づ
い
て

大
き
く
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
農
村
教
育

改
革
以
前
の
一
九
九
六
年
の
統
計
資
料
に
よ
れ
ば
、

農
村
の
小
学
生
一
人
当
た
り
教
育
経
費
は
最
高
の

上
海
市
農
村
で
は
一
八
六
二
元
で
あ
っ
た
が
、
最

低
の
貴
州
省
農
村
で
は
二
〇
七
元
と
、
上
海
市
の

わ
ず
か
一
一・一
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
国
に
お
い
て
は
、
農
村
は
単

に
そ
の
経
済
構
造
に
よ
っ
て
経
済
発
展
が
遅
れ
て

き
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
格
差
を
是
正
す
る
方
向

で
は
な
く
、
そ
れ
を
さ
ら
に
拡
大
、
固
定
化
す
る

政
策
が
長
期
に
渡
っ
て
採
ら
れ
て
き
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
経
済
発
展
が
遅
滞
し
て
き
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
今
日
、
こ
う
し
た
政

策
の
欠
陥
は
社
会
か
ら
厳
し
く
批
判
さ
れ
、「
新

農
村
建
設
」
政
策
（
具
体
的
な
政
策
と
し
て
は
、

農
村
生
活
改
善
補
助
金
＝
電
力
・
道
路
整
備
等
、

農
村
教
育
等
補
助
金
＝
農
村
義
務
教
育
費
の
無
料

化
、
二
〇
〇
六
年
二
一
八
二
億
元
、
農
村
合
作
医

療
補
助
金
）
の
よ
う
に
、
そ
の
見
直
し
が
進
め
ら

れ
つ
つ
あ
る
が
、
中
国
農
村
は
あ
ま
り
に
広
大
で

あ
り
、
い
ま
だ
こ
の
格
差
構
造
を
全
面
的
に
改
変

す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

●
農
民
問
題―

低
い
所
得
、無
権
利
状
態

　

農
民
問
題
と
は
、
前
述
し
た
二
つ
の
基
本
的
な

問
題
に
よ
り
、
農
民
の
就
業
や
生
活
が
困
難
に
直

面
し
、
不
当
に
権
利
の
無
い
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
状
況
を
指
す
。

　

つ
ま
り
、
①
農
業
の
低
生
産
性
に
よ
り
、
農
業

所
得
が
低
い
ま
ま
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
さ
ら

に
②
戸
籍
管
理
制
度
に
よ
り
、
都
市
に
流
入
し
た

農
民
は
十
分
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ず
、

就
業
・
生
活
の
面
で
都
市
住
民
と
同
等
の
待
遇
を

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
。
こ
の
結
果
、
農
民
は
都
市

に
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
も
、
農
村
で
得
ら
れ
る
所
得

よ
り
は
多
い
も
の
の
、
決
し
て
十
分
な
所
得
を
得

ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
三
農
問
題
の
具
体
的
有
り
様
と

し
て
は
、
農
業
・
非
農
業
と
都
市
・
農
村
の
経
済

格
差
と
所
得
格
差
、
都
市
住
民
と
の
様
々
な
局
面

に
お
け
る
格
差
・
差
別
の
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
が

近
年
拡
大
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
き
な

社
会
問
題
と
し
て
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

表
１
は
近
年
の
都
市
と
農
村
の
所
得
格
差
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
格
差
は
一
九
八
五
年
の
一

対
一・八
六
か
ら
二
〇
〇
七
年
の
三・三
三
（
農
村

を
一
と
し
た
と
き
の
都
市
の
所
得
）
へ
と
大
き
く

拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
格
差
拡
大
の
実
態
を
示
し
た

数
字
と
し
て
、
農
民
を
所
得
別
に
五
階
層
に
分
類

し
た
際
の
各
階
層
の
平
均
値
の
比
較
が
あ
げ
ら
れ

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
最
高
階
層
と
最
低
階
層
の

格
差
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
五
一
九
〇
元
対
八
〇
二

元
（
六・
四
七
倍
）
か
ら
二
〇
〇
三
年
の

六
三
四
七
元
対
八
六
六
元
（
七・
三
二
倍
）
に
増

大
し
て
い
る
（
参
考
文
献
①
参
照
）。

  

こ
の
問
題
に
対
し
て
は
、
農
民
所
得
政
策
（
農

業
関
係
諸
税
の
減
免
＝
二
〇
〇
六
年
一
二
〇
〇
億

元
の
減
免
、
食
糧
補
助
金
二
〇
〇
六
年
一
四
二
億

元
）
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
諸
施
策

も
、
こ
れ
ま
で
に
形
成
さ
れ
て
き
た
、
想
像
を
絶

す
る
規
模
で
の
農
村
と
都
市
と
の
経
済
格
差
を
解

消
す
る
も
の
で
は
な
く
、
現
実
に
は
な
お
格
差
は

拡
大
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

●
三
農
問
題
の
深
化
と
頻
発
す
る
農
民

争
議

　

こ
の
よ
う
に
、
三
農
問
題
に
対
す
る
中
国
政
府

の
政
策
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
比
べ
れ
ば
一
定
程

度
進
展
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
が
、
こ
の
こ
と

は
す
で
に
述
べ
た
所
得
格
差
、
農
民
の
不
満
の
蓄

積
に
よ
っ
て
、
社
会
的
な
矛
盾
が
中
国
政
府
に

と
っ
て
見
過
ご
せ
な
い
段
階
に
入
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
た
め
と
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

実
際
、
こ
の
時
期
に
社
会
矛
盾
を
背
景
に
農
民

争
議
が
頻
発
し
、
そ
の
数
は
増
大
し
て
い
る
。
表

２
は
全
国
で
発
生
し
た
「
群
集
事
件
」（
農
民
争

議
だ
け
で
な
く
、
他
の
社
会
争
議
も
含
む
）
の
推

移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
近
年
増

加
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
表
の
後
、
二
〇
〇
五
年
に

は
事
件
件
数
は
八・
四
万
件
に
達
し
、
そ
の
う
ち

一
割
が
暴
動
事
件
に
発
展
し
た
と
す
る
報
道
も
あ

る
（
参
考
文
献
②
参
照
）。

　

と
く
に
、
こ
こ
数
年
大
規
模
な
騒
乱
事
件
が
続

発
し
て
い
る
こ
と
と
、
前
述
し
た
三
農
問
題
の
深

化
と
は
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
二
〇
〇
〇
年

以
降
の
大
規
模
事
件
の
例
と
し
て
、
重
慶
市
万
州

区
騒
乱
事
件
（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）、
河
南
省

中
牟
県
争
議
（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）、
四
川
省

漢
源
県
の
ダ
ム
争
議
（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）、

安
徽
省
池
州
市
騒
乱
事
件
（
二
〇
〇
五
年
六
月
）、

表１　農民１人当たり純収入の推移と都市との格差� （単位：元）
農民１人当たり純収入 都市住民所得 農民所得を１とした場合の都市住民の所得

1985年 398 739 1.86
1990年 686 1,510 2.20
1995年 1,578 4,283 2.71
2000年 2,253 6,280 2.79
2005年 3,255 10,493 3.22
2006年 3,587 11,760 3.27
2007年 4,140 13,786 3.33
2006年
東部地区 5,188 14,894 2.87
中部地区 3,283 9,911 3.01
西部地区 2,588 9,545 3.69
東部都市／西部農村 5.76

（出所）�『中国農業発展報告』中国農業出版社、各年版から
作成。2007 年は「2007年国民経済平穏快速発展」
国家統計局、2008 年1 月24 日発表から。
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広
東
省
汕
尾
市
の
発
電
所
用
地
収
用
争
議

（
二
〇
〇
五
年
一
二
月)

、
広
東
省
龍
門
県
ダ
ム
建

設
に
よ
る
土
地
収
用
争
議
（
二
〇
〇
七
年
八
月
）、

近
年
で
は
貴
州
省
甕
安
県
争
議
（
二
〇
〇
八
年
六

月
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
の
事
件
も
、
そ
の
真
相
に
つ
い
て
は
不

明
な
点
が
多
い
が
、
と
く
に
四
川
省
漢
源
県
、
広

東
省
汕
尾
市
、
広
東
省
龍
門
県
の
争
議
は
、
発
電

所
、
ダ
ム
建
設
の
た
め
の
行
政
側
の
強
制
的
な
農

地
収
用
が
争
議
の
原
因
と
報
道
さ
れ
て
お
り
、
三

農
問
題
が
問
題
の
中
心
で
あ
る
。
報
道
に
よ
れ
ば
、

こ
う
し
た
争
議
は
小
規
模
の
も
の
ま
で
含
め
れ
ば
、

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
状
態
に
あ
る
と
い
う
。

●
陳
情
の
増
大

　

三
農
問
題
の
深
化
と
、
そ
れ
に
た
い
す
る
農
民

の
反
発
は
、
農
民
争
議
を
頻
発
さ
せ
て
い
る
が
、

ま
た
一
方
で
、
合
法
的
な
政
府
機
関
へ
の
陳
情
で

あ
る
「
信
訪
」
も
激
増
し
て
い
る
と
い
う
。

　

農
業
部
弁
公
庁
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
中
央
政

府
機
関
が
二
〇
〇
四
年
に
受
け
付
け
た
「
信
訪
」

件
数
は
四
五・
七
万
件
、
陳
情
の
た
め
北
京
へ
上

京
し
た
団
は
六・七
万
団
、
一
四・八
万
人
に
達
し
、

そ
の
数
は
二
〇
〇
三
年
に
比
べ
て
そ
れ
ぞ
れ

一
一・
七
％
、
五
八・
四
％
、
五
二・
九
％
増
加
し

た
と
い
う
。
そ
の
う
ち
、
二
〇
〇
四
年
に
農
業
部

が
受
け
付
け
た
「
信
訪
」
の
五
八・
八
％
が
農
地

関
係
の
争
い
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

参
考
文
献
①
の
二
三
〇
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、「
信

訪
」
の
激
増
に
対
応
困
難
と
な
っ
た
中
国
政
府
は
、

「
信
訪
条
例
」
を
二
〇
〇
五
年
一
月
に
「
改
正
」
し
、

基
本
的
に
中
央
政
府
で
の
受
付
を
停
止
し
、
地
方

政
府
対
応
と
す
る
こ
と
に
変
更
し
た
。
し
か
し
、

条
例
改
正
一
年
前
の
二
〇
〇
三
年
の
「
信
訪
」
件

数
が
、
全
体
で
は
一
四・
〇
％
増
加
し
た
の
に
対

し
て
、
省
政
府
受
付
が
〇・
三
％
増
、
県
政
府
受

付
は
二・
四
％
減
で
あ
り
、
中
央
政
府
受
付
は

四
六・
〇
％
の
急
増
を
示
し
た
事
実
を
考
慮
す
れ

ば
、
こ
う
し
た
措
置
が
問
題
の
す
り
替
え
に
す
ぎ

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、

中
央
政
府
が
対
応
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
数
の
地
方

か
ら
の
陳
情
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
様
々
な
不
満
を
抱
え
た
農
民
は
、

出
身
地
の
農
村
で
争
議
を
起
こ
し
、
ま
た
北
京
に

上
京
し
陳
情
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

三
農
問
題
を
め
ぐ
る
問
題
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
し

て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

●
三
農
問
題―

中
国
経
済
の
ア
キ
レ

ス
腱

　

こ
こ
ま
で
み
て
き
た
問
題
を
整
理
す
る
と
以
下

の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　

ま
ず
、
三
農
問
題
の
深
化
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
か
な
り
深
刻
な
状
況

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
都
市
と

農
村
の
所
得
格
差
の
拡
大
が
も
っ
と
も
大
き
な
問

題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
た
い
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
以

降
、
中
国
政
府
が
前
述
し
た
よ
う
な
農
民
慰
撫
の

た
め
の
諸
策
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
農
民
争
議
の
激
化
、
陳
情

の
増
加
を
背
景
に
、
そ
れ
を
実
施
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
ま
で
事
態
は
至
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ

と
も
で
き
よ
う
。

　

こ
う
し
て
、
都
市
と
農
村
と
の
経
済
格
差
、
農

業
部
門
と
非
農
業
部
門
と
の
経
済
格
差
を
ど
の
よ

う
に
縮
小
す
る
か
に
つ
い
て
、
中
国
政
府
は
さ
ら

な
る
施
策
、
つ
ま
り
、
都
市
へ
の
移
動
制
限
の
全

面
的
な
緩
和
、
農
業
関
係
諸
税
の
完
全
撤
廃
、
農

業
補
助
金
の
増
額
、「
新
農
村
建
設
」
政
策
に
よ

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
拡
充
、
農
村
保
険
制
度
の
改

革
等
、
農
業
・
農
家
保
護
の
た
め
の
重
要
な
改
革

に
乗
り
出
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
が
前
述

の
よ
う
に
深
刻
で
あ
る
た
め
、
そ
の
改
革
の
道
の

り
に
は
さ
ら
に
多
く
の
困
難
が
あ
り
、
な
お
か
つ

莫
大
な
資
金
が
必
要
と
予
想
で
き
る
。
そ
の
資
金

の
手
当
が
は
た
し
て
で
き
る
の
か
、
こ
の
点
に
つ

い
て
さ
ら
な
る
注
視
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
沸
き
、
一
見
順
調
に
見

え
る
中
国
経
済
で
あ
る
が
、
中
国
農
村
を
め
ぐ
る

諸
問
題
は
む
し
ろ
そ
の
深
刻
さ
の
程
度
を
増
し
て

お
り
、
三
農
問
題
は
中
国
経
済
の
ア
キ
レ
ス
腱
と

な
り
つ
つ
あ
る
。
中
国
政
府
の
喫
緊
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。

（
お
お
し
ま　

か
ず
つ
ぐ
／
青
島
農
業
大
学

合
作
社
学
院
教
授
）

《
参
考
文
献
》

①
農
業
省
弁
公
庁
編
『
農
業
省
弁
公
庁
二
〇
〇
五

年
調
研
報
告
集
』
二
〇
〇
六
年
。

②
『
蘋
果
日
報
』
二
〇
〇
六
年
一
月
二
〇
日
。

③�

宇
野
和
夫
「
中
国
の
群
衆
犯
罪
事
件
の
概
念
と

特
徴
」（『
文
化
論
集
』
第
二
七
号
、
二
〇
〇
五

年
九
月
）。

特 集特 集
中国・胡錦濤政権の課題

表２　全国「群集事件」の発生件数と参加者数
件数（万件） 参加者（万人）

1993年 0.87 70
1994年 1.00 ―
1996年 1.20 ―
1997年 1.70 ―
1998年 2.50 ―
1999年 3.20 ―
2000年1-9月 3.00 ―
2002年 5.11 280
2003年 5.85 300
2004年 7.40 ―

（出所）参考文献③から引用。


